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翻
刻

（
外
題
）
寛
政
甲
寅
考
試
医
案
方
付
留
記
多
紀
永
寿
院

（
内
題
）
考
試
出
席
御
医
師
医
案
方
付
留
記
井
評
議

墨
書
は
考
試
之
事
ニ
付
候
儀
一
一
而
御
座
候
。
朱
書
は
評
判
井
に

一
体
之
主
意
二
而
御
座
候
。

此
度
考
試
口
間
相
済
候
後
に
病
人
之
病
状
を
相
認
メ
差
出
し
、
為
考

試
出
席
之
御
医
師
共
、
方
付
医
案
為
仕
、
銘
々
方
付
医
案
之
様
子
二
而

治
術
之
様
子
相
考
へ
候
事
一
一
御
座
候
。

但
右
病
人
之
病
証
と
申
候
は
、
於
医
学
館
被
下
候
御
薬
を
以
て
療

治
仕
候
、
平
日
出
席
之
御
医
師
共
医
案
方
付
二
而
全
快
仕
候
病
人
共

之
病
証
二
而
御
座
候
。
此
病
人
此
（
１
オ
こ
薬
二
而
全
快
仕
候
へ

は
、
弥
此
医
案
之
趣
二
相
違
無
之
候
旨
分
明
に
相
分
り
有
之
候
儀
を

以
て
、
考
試
御
医
師
共
医
案
方
付
為
仕
候
故
、
当
否
之
訳
是
亦
分
明

に
相
分
り
申
候
。
依
之
投
剤
之
方
組
井
方
付
之
御
医
師
、
相
談
仕
候

世
話
役
御
医
師
姓
名
等
迄
審
に
朱
書
二
而
認
メ
加
へ
置
キ
申
候
。
御

参
考
御
覧
御
座
候
様
仕
度
奉
存
候
。

一
九
月
十
八
日
、
廿
日
、
廿
二
日
之
三
日
に
考
試
仕
候
て
、
二
十
一

寛
政
甲
寅
考
試
書
類
三
種
Ｉ
そ
の
三

戸'）

出

郎
・
町
泉
寿
郎

考
試
二
付
、
医
案
方
付
書
留
井
に
評
判

本
道
之
部

（
症
例
①
）
一
三
十
年
前
、
赤
飯
を
喫
し
食
傷
し
て
腹
痛
強
く
、
夫

（
２
オ
）
」
よ
り
今
に
積
痛
、
脊
の
肺
愈
之
辺
よ
り
小
腹
へ
か
け
瘤
、
心

下
に
碗
程
之
塊
あ
り
。
動
気
強
く
、
上
逆
・
耳
鳴
・
目
眩
、
食
飲
自
可

な
れ
と
も
少
々
の
物
に
傷
候
。
二
月
十
五
日
麦
飯
二
あ
た
り
嘔
吐
し
て

積
起
り
、
夫
よ
り
寒
熱
出
、
且
吐
す
。
大
便
一
両
日
は
結
し
申
候
。
小

便
清
濁
あ
り
。
頭
痛
致
し
左
足
微
冷
、
積
起
り
候
と
手
足
厭
冷
す
。
去

ル
廿
日
に
岡
へ
行
テ
気
絶
ス
。
去
年
蚊
虫
一
条
を
吐
す
。
脈
、
左
右
倶

に
沈
細
無
力
。

『
右
病
人
、
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
を
以
て
療
治
仕
候
。
療
治
方
左
之
通

に
御
座
候
。

医
案
此
病
人
一
体
気
化
を
失
し
、
且
症
気
二
而
諸
気
逆
戻
仕
候
（
２

ウ
）
」
二
付
、
中
焦
之
気
滞
り
易
く
、
遂
に
諸
症
を
成
し
申
候
。

処
方
直
指
方
集
香
湯
加
蓮
香
・
縮
砂
・
烏
薬

人
三
分
二
御
座
候
へ
共
、
病
人
の
病
証
、
壱
人
を
数
人
二
而
医
案

方
付
仕
候
者
も
有
之
候
故
、
日
割
に
て
相
認
メ
候
へ
共
、
同
し
病

状
数
ヶ
所
に
出
し
殊
（
１
ウ
）
」
之
外
繁
（
原
「
蕊
」
）
冗
に
罷
成

候
故
、
一
病
証
之
下
へ
医
案
方
付
一
列
に
相
認
メ
申
候
。
価
而
日

割
ニ
拘
り
不
申
候
。

医
案
書
法
之
儀
ハ
和
文
二
而
も
漢
文
二
而
も
勝
手
次
第
相
認
候
様

申
聞
置
候
事
二
付
、
書
法
相
揃
不
申
候
。
医
案
之
儀
ハ
意
義
専
用

之
事
二
御
座
候
故
、
文
章
之
佳
悪
は
此
耆
中
二
は
評
論
不
仕
候
。
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同
証

内
川
玄
勝

案
五
蔵
不
調
、
因
脾
胄
不
和
、
所
致
奉
存
候
。

方
局
方
三
和
散

『
医
案
方
付
共
、
大
抵
筋
合
相
応
一
一
御
座
候
。
』

考
試
二
付
右
病
人
に
医
案
方
付
為
仕
候
。

久
保
元
長

案
三
十
歳
丈
夫
、
傷
食
腹
痛
、
脾
胄
衰
也
。
此
方
主
之
。
（
３
オ
）
」

方
加
味
平
胃
散
陳
皮
・
蒼
尤
・
厚
朴
・
神
紬
・
山
楯
子
・
麦
芽
・

甘
草

『
此
方
全
脾
気
調
和
之
剤
二
而
御
座
候
。
尤
消
導
相
兼
申
候
。
此
医
案
二

は
脾
胄
の
気
也
と
申
候
事
二
候
。
調
和
は
薬
を
以
て
脾
胄
衰
弱
を
補
候

と
申
候
儀
ハ
有
之
間
敷
事
二
候
。
医
案
と
方
附
と
朗
能
仕
候
。
一
件

（
体
？
）
病
人
油
気
よ
り
気
化
を
失
し
候
よ
り
発
り
候
へ
は
、
何
れ
二
も

碇
と
不
仕
方
付
二
候
。
」

但
此
方
は
専
ら
利
気
之
剤
二
而
御
座
候
。
其
上
、
磨
積
相
兼
申
候
。

気
化
相
調
候
儀
第
一
に
仕
候
方
二
而
御
座
候
。
右
之
医
案
方
付
之
剤
、

相
用
久
服
為
仕
全
快
仕
候
。

処
方
療
治
関
本
伯
典
相
談
吉
田
快
庵
」

同
証

上
領
玄
碩

（
ｑ
》
古
／
）
」

同
証

熊
谷
辨
庵

案
此
証
、
因
中
気
不
足
、
令
然
。

方
順
気
和
中
湯
主
之
古
今
医
鑑

「
中
気
不
足
二
候
は
補
脾
之
剤
可
然
候
。
此
方
ハ
中
焦
を
調
和
（
５
オ
）
」

い
た
し
順
気
仕
候
剤
二
而
候
へ
は
、
医
案
と
方
付
と
齪
館
仕
候
。
」

同
証

中
川
隆
玄

案
一
丈
夫
病
患
三
十
年
、
診
之
其
脈
沈
細
、
而
心
下
有
塊
如
椀
。
痙

痛
則
徹
肺
愈
。
吐
眈
虫
後
期
年
、
一
夕
卒
倒
而
不
省
人
事
、
雌
蘇
亦
自

若
。
是
脾
胃
虚
而
眈
虫
衝
心
故
也
。
与
安
航
理
中
湯
可
乎
。

方
安
蛆
理
中
湯
（
４
ウ
）
」

『
医
案
方
附
共
、
筋
合
甚
相
違
仕
候
。
油
気
衝
逆
之
症
と
眈
虫
と
ハ
遥
に

違
申
候
。
且
吐
就
は
一
旦
之
標
症
二
候
。
標
本
を
弁
ジ
不
申
療
治
二
而

御
座
候
。
急
成
ル
時
は
標
を
も
治
シ
候
事
二
候
へ
共
、
ケ
様
之
証
は
緩

病
二
候
。
必
求
其
本
と
申
候
事
、
古
来
よ
り
之
法
二
而
御
座
候
。
」

案
三
拾
年
前
、
喰
傷
仕
候
者
、
宿
積
之
症
卜
奉
存
候
。

方
養
胄
湯
兼
用
奇
応
丸
（
４
オ
ご

『
此
方
附
医
案
共
碇
と
不
仕
候
内
、
奇
応
丸
斗
リ
ハ
宜
方
二
相
見
へ
申

候
。
宿
積
と
申
候
儀
も
相
聞
不
申
候
。
十
五
歳
以
上
は
労
と
云
、
十
五

歳
以
下
を
宿
と
云
と
有
申
候
。
大
人
二
は
不
都
合
に
候
。
」
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同
証

松
井
素
庵

案
右
者
、
因
寒
邪
所
侵
、
得
之
。
此
方
主
之
。

方
三
和
散

「
三
和
散
は
三
焦
の
気
を
調
和
仕
候
剤
二
候
間
、
先
大
抵
相
聞
へ
可
申

哉
二
候
得
共
、
因
寒
邪
所
侵
得
之
申
候
医
案
二
は
、
一
向
に
怯
寒
之
薬

無
之
候
而
引
合
不
申
候
。
』

同
証
（
５
ウ
）
」

村
岡
玄
超

案
一
男
子
三
十
年
前
、
喫
赤
飯
腹
痛
強
、
且
積
痛
自
肺
命
至
小
腹
、

心
下
有
塊
大
如
椀
、
動
気
・
上
逆
・
耳
鳴
・
目
眩
、
食
飲
如
故
、
而
所

傷
速
也
。
又
吃
麦
吐
、
積
痛
寒
熱
。
且
吐
、
大
便
結
一
二
日
、
小
便
情

或
濁
、
頭
痛
左
足
微
冷
。
発
痛
則
手
足
厭
、
至
町
気
絶
。
去
年
吐
一
批

虫
、
脈
沈
細
無
力
。
右
は
因
下
虚
上
実
候
。
此
虫
一
篇
之
儀
一
一
御
座
候

乎
と
奉
存
候
。
方
烏
梅
丸

『
僅
一
度
蚊
虫
を
吐
し
候
二
付
、
唯
烏
梅
丸
斗
二
而
差
置
候
は
、
是
又
行

届
不
申
候
。
且
吐
蚊
ハ
全
一
且
之
標
症
二
而
御
座
候
。
一
体
主
意
穏
当

（
６
オ
）
」
な
ら
す
候
・
』

（
症
例
②
）
一
四
十
二
の
男
、
六
七
年
以
来
、
冬
毎
に
欽
出
、
当
年

ハ
七
月
節
句
頃
よ
り
歎
出
て
一
度
に
飲
血
二
合
計
リ
出
、
其
後
少
し

っ
鼻
血
の
沫
出
、
尤
至
て
少
々
疾
に
交
リ
出
、
温
な
る
食
物
を
食
す
れ

ハ
身
温
り
直
に
歎
出
ッ
。
食
後
に
別
て
強
く
出
ッ
。
夜
中
も
寝
て
温
ま

れ
ハ
又
直
に
欽
出
ッ
。
息
切
は
絶
す
少
し
つ
シ
有
之
。
脈
浮
数
に
し
て

無
力
。
腹
は
筋
立
た
る
方
に
て
心
下
病
し
、
按
之
に
少
し
痛
む
。
二
便

食
事
大
抵
平
常
に
異
な
ら
す
。
寒
熱
な
く
、
舌
は
常
の
こ
と
く
少
し
渇

あ
り
。
（
６
ウ
こ

『
右
病
人
、
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
を
以
て
療
治
仕
、
全
快
仕
候
。
仕
方

左
の
通
リ
ニ
御
座
候
。

脈
案
此
証
肺
虚
、
津
液
不
足
、
故
二
咳
逆
上
気
、
火
気
上
逆
す
。
故

二
咳
血
あ
り
。

処
方
金
置
麦
門
冬
湯
加
五
味
子
・
款
冬
花
・
桑
白
皮
右
薬
方

相
用
全
快
仕
候
。

医
案
方
付
関
本
伯
典
相
談
吉
田
快
庵
」

右
病
証
に
此
度
医
案
方
付
為
仕
候
処
、
左
之
通
御
座
候
。

田
中
俊
川
（
７
オ
ご

案
此
証
心
脾
血
虚
、
宜
用
販
脾
湯
加
犀
角
・
生
地
黄
・
麦
門
冬
。

『
此
証
は
肺
火
に
因
り
候
而
血
分
動
き
火
気
上
逆
仕
候
。
其
上
逆
気
二
さ

そ
わ
れ
血
も
亦
上
に
妄
行
仕
候
。
専
ら
大
逆
上
気
の
気
を
治
し
可
申
事

二
候
処
、
犀
角
・
生
地
黄
を
加
へ
吸
脾
湯
相
用
候
は
一
向
筋
違
と
も
難

申
候
へ
共
、
又
的
当
と
も
難
申
候
。
」

同
証

池
田
玄
隆

案
此
症
血
虚
息
切
を
不
絶
少
々
っ
湯
有
之
、
脈
浮
数
に
し
て
無
力
。

宜
校
苓
補
心
湯
。
（
７
ウ
）
」
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（
症
例
③
）
一
婦
人
年
二
十
七
、
四
年
以
前
二
月
頃
よ
り
脇
腹
へ
か

け
痛
、
当
年
四
月
頃
迄
床
の
上
に
居
る
。
歎
出
て
横
鰈
な
り
か
た
く
、

其
後
は
時
二
よ
り
作
り
時
に
よ
り
止
み
、
咽
の
中
に
梅
の
核
あ
る
が
（
８

き
り

オ
）
」
こ
と
く
肩
よ
り
脇
へ
か
け
病
ミ
、
錐
に
て
刺
ご
と
く
腹
へ
か
け
引

つ
り
、
気
分
悪
き
節
は
食
事
を
給
候
て
も
す
ぐ
に
飢
候
而
食
を
欲
し

候
。
気
分
宜
き
節
は
平
日
之
通
に
食
す
。
小
便
自
可
、
気
分
悪
き
節
は

頻
数
に
な
り
、
頭
痛
す
る
節
は
悪
心
も
あ
り
、
一
日
之
内
度
々
気
逆
致

し
候
。
脈
沈
弦
遅
に
し
て
有
微
力
。
腹
筋
立
、
勝
の
左
に
塊
あ
り
て
按

之
ハ
痛
む
。
尤
塊
の
所
に
動
気
あ
り
。

『
右
病
婦
、
医
学
館
被
下
御
薬
を
以
て
療
治
仕
、
遂
二
全
快
仕
候
。
仕
方

左
之
通
リ
ニ
御
座
候
。

腿
案
此
婦
人
一
体
血
虚
中
に
癌
血
有
之
、
固
腸
冑
虚
怯
二
候
（
８
ウ
）
」

処
、
寒
邪
に
被
犯
候
而
諸
病
を
発
し
申
候
。
価
血
分
を
調
候
て
寒
邪
を

去
り
候
ハ
、
可
然
候
。

処
方
局
方
調
中
湯
加
牛
膝
・
延
胡
索
・
香
附
子
右
薬
剤
相
用
全

快
仕
候
。 同

証

木
村
簡
元

麦
門
冬
湯
金
置

『
此
方
ハ
十
分
的
当
二
而
御
座
候
。
』

候
O

ー

「
此
方
付
も
一
向
二
筋
違
と
も
難
申
候
へ
共
、
意
味
合
は
相
違
二
御
座

（
小
児
科
）

（
症
例
①
）
一
小
児
三
歳
、
去
春
頃
よ
り
何
事
も
な
く
色
相
不
宜
、

六
月
頃
よ
り
左
腿
の
附
根
腫
起
リ
大
さ
桃
の
如
く
少
々
赤
く
色
付
た
る

同
証

木
村
簡
元

方
千
金
調
経
湯

「
此
方
付
も
亦
相
応
に
御
座
候
。
』

同
証

池
田
玄
隆

案
此
症
積
気
有
、
腹
筋
立
動
気
有
り
。
（
９
ウ
）
」
方
大
七
気
湯

『
大
七
気
湯
は
磨
積
相
兼
候
、
専
ら
利
気
之
剤
二
て
御
座
候
。
此
病
婦
ハ

血
分
不
調
二
而
裡
寒
之
証
に
属
し
申
候
。
不
相
当
に
御
座
候
。
』

右
病
証
を
考
試
に
出
席
御
医
師
一
一
医
案
方
附
為
仕
候
処
、
左
之
通
リ
ニ

御
座
候
。

川
巾
俊
川
（
９
オ
）
」

案
此
屈
脾
肺
虚
、
兼
疾
積
。
方
宜
用
加
味
四
七
湯
。

『
此
方
ハ
利
気
洲
謬
之
剤
二
而
候
。
意
味
合
相
違
仕
候
。
乍
去
四
七
湯
ハ

気
結
の
梅
核
気
を
主
治
仕
候
方
剤
二
而
候
。
此
病
女
の
証
を
梅
核
気
と

見
候
故
、
此
方
を
付
申
候
と
相
見
申
候
。
一
向
無
理
二
は
無
御
座
候
。
」

医
案
方
付
吉
田
梅
庵

相
談
山
本
宗
英
」

へ

l

（）

オ

こ
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ま
で
に
て
散
り
申
候
へ
共
、
し
こ
り
て
あ
（
原
「
出
」
）
り
候
処
、
正
月

頃
よ
り
隅
た
シ
れ
内
よ
り
紐
の
様
成
も
の
出
、
其
後
膿
出
、
十
五
日
頃

よ
り
三
月
朔
日
頃
迄
小
茶
椀
に
一
杯
程
シ
、
膿
出
て
候
。
其
内
膿
の
如

く
成
も
の
大
便
よ
り
一
日
に
四
五
度
宛
二
Ⅱ
計
通
し
、
其
間
に
滑
便
三

四
度
交
リ
通
し
申
候
。
夫
よ
り
又
々
右
の
脇
下
へ
三
寸
四
方
程
に
腫
起

し
、
便
膿
も
止
リ
外
の
腫
も
散
り
、
只
今
之
容
子
は
腿
の
附
（
１
０
ウ
）
」

根
の
腫
大
き
く
成
、
足
伸
か
ね
、
膳
よ
り
も
少
々
ハ
膿
出
、
気
分
も
重

く
飲
食
ハ
不
好
、
乳
ハ
よ
く
晩
ひ
、
大
便
一
日
に
四
度
や
ハ
ら
か
に
白

と
こ
ず
れ

き
膿
下
り
通
し
、
臭
気
有
之
候
。
小
便
白
濁
ま
た
臭
気
あ
り
。
藤
瘡
脳

脊
の
問
に
三
シ
腫
起
し
、
一
体
扇
痩
し
、
鼻
を
弄
シ
血
を
出
し
、
今
に

熱
の
往
来
あ
れ
と
も
最
初
の
如
き
大
熱
な
し
。
昼
夜
手
足
を
按
摩
さ
せ

盗
汗
出
る
。
乳
を
晩
節
も
惣
身
に
汗
出
る
。
脈
中
に
得
て
浮
数
頗
有
力
。

「
右
病
人
被
下
御
薬
二
而
療
治
仕
候
。
全
快
仕
候
。
療
治
仕
方
、
左
之
通

二
御
座
候
。
（
１
１
オ
）
」

医
案
此
小
児
一
体
遺
毒
二
而
不
断
腫
物
有
之
、
膿
汁
出
候
事
二
御
座

候
。
久
敷
問
二
候
故
、
気
血
虚
脱
仕
、
其
上
宿
積
相
兼
罷
在
候
二
付
、

害
面
之
如
き
諸
証
を
な
し
候
事
二
而
御
座
候
。

処
方
黄
蔑
湯
此
方
は
第
一
血
気
を
補
ひ
候
而
体
を
取
立
、
其
次

に
宿
積
を
治
し
候
事
を
立
意
と
仕
候
薬
方
二
而
御
座
候
。
尤
胎
毒
之
儀

ハ
膿
汁
出
候
事
久
鋪
、
毒
気
大
抵
膿
汁
よ
り
出
候
へ
共
、
只
今
二
而
は

血
気
衰
候
而
宿
積
相
兼
候
証
二
付
、
右
方
相
用
申
候
。
右
医
案
方
附
仕

療
治
仕
候
而
、
久
服
為
仕
候
処
、
全
快
仕
候
。

処
方
療
治
朴
庵
悴
篠
崎
三
伯
（
１
１
ウ
）
」
相
談
多
紀
安
長
」

右
之
病
児
之
証
脈
、
書
面
を
以
考
試
小
児
科
御
医
師
共
二
医
案
方
付
為

仕
候
処
、
左
之
通
リ
ニ
御
座
候
。

古
川
俊
宅

案
三
歳
之
小
児
、
丹
毒
之
症
、
右
母
在
胎
中
、
挾
風
熱
生
下
、
故
胎

熱
入
心
脾
、
為
此
患
乎
。
価
、
方
犀
角
消
毒
飲
、
或
黄
連
解
毒
湯

「
右
俊
宅
医
案
、
丹
毒
と
申
候
は
如
何
二
候
。
丹
毒
之
症
ハ
殊
之
外
相
達

仕
候
。
且
処
方
も
病
発
一
一
候
ハ
、
先
尤
に
可
有
御
座
哉
。
書
（
１
２
オ
）
」

面
之
趣
、
最
早
旧
疾
二
而
気
血
も
虚
脱
仕
、
婚
証
を
相
兼
候
証
に
黄
連

解
毒
湯
・
消
毒
飲
之
類
ハ
是
又
不
相
当
一
一
御
座
候
。
」

同
証

古
川
栄
全

案
小
児
三
歳
、
何
の
故
な
く
気
分
不
宜
、
季
夏
に
至
り
左
腿
附
根
の

辺
腫
起
し
大
サ
桃
の
如
く
、
少
し
赤
色
を
帯
候
迄
二
而
腫
散
し
、
跡
し

こ
り
に
成
候
。
此
証
胎
毒
と
奉
存
候
。
又
正
月
に
至
り
勝
た
易
れ
、
中

も
紐
の
様
な
る
物
大
便
よ
り
一
日
二
四
五
度
斗
リ
通
し
、
其
内
に
滑
便

三
四
度
交
リ
通
す
。
右
之
脇
下
へ
三
（
１
２
ウ
こ
寸
四
方
程
に
腫
起
し

使
膿
出
て
止
、
外
の
腫
も
散
、
只
今
の
容
子
腿
の
附
根
の
腫
大
き
く
成
、

足
伸
兼
、
脳
よ
り
も
膿
出
、
気
分
も
重
く
飲
食
ハ
不
好
、
乳
ハ
能
く
耽

ふ
。
応
に
津
液
枯
喝
す
る
な
り
。
大
便
一
日
に
四
度
、
や
わ
ら
か
に
白

き
膿
下
り
臭
気
あ
り
。
小
便
白
濁
亦
臭
気
あ
り
。
本
胎
毒
を
発
し
宿
證

と
成
り
、
故
辱
瘡
扇
痩
、
鼻
を
弄
し
血
を
出
し
、
今
に
熱
往
来
、
昼
（
原

「
益
」
）
夜
手
足
を
案
摩
、
盗
汗
出
、
乳
を
耽
、
惣
身
に
汗
出
ル
。
津
液

枯
燥
、
故
に
脈
中
に
得
て
浮
数
頗
有
力
也
。
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案一右
病

右証
者、
挾以
宿言
証面
、吉医

属旧案
虚俊方
寒宅付
乎為
奉仕
存候
候処

O

左
方之

通
附リ
子二

理御
中座
湯候

処
方
鵬
鵲
菜
甘
草
湯
此
薬
方
は
専
ら
虫
を
殺
し
候
。
薬
方
、
鶇

鵺
菜
・
大
黄
・
甘
草
三
味
二
て
御
座
候
。
右
方
剤
緩
服
為
仕
候
而
全
快

仕
候
。
（
１
４
オ
ご

処
剤
療
治
東
宗
朔
相
談
多
紀
安
長
」

専
ら
虫
之
証
二
は
可
有
之
奉
存
候
。

（
症
例
②
）
一
十
三
歳
の
男
子
、
幼
年
よ
り
多
病
。
七
月
頃
よ
り
線

の
こ
と
き
虫
を
出
し
、
大
便
二
も
時
々
交
り
出
ッ
。
睡
中
に
も
不
覚
出

る
事
あ
り
。
肛
門
を
押
し
あ
け
見
れ
ハ
、
内
に
虫
多
く
た
ま
り
有
様
に

見
ゅ
る
。
先
達
て
遺
尿
し
た
る
節
、
右
之
療
治
し
た
れ
と
も
今
に
至
る

ま
て
治
せ
す
。
眈
虫
出
る
節
は
十
四
五
条
白
き
絹
糸
の
如
し
。
外
に
ハ

難
儀
な
る
事
な
し
。
食
事
は
或
進
み
或
進
ま
す
、
一
体
む
ら
に
て
さ
ほ

と
に
な
（
１
３
ウ
）
」
き
事
も
有
。
灸
は
彩
敷
す
へ
た
れ
と
も
一
向
効
験

な
し
。
脈
沈
小
有
微
力
。

『
右
病
人
被
下
御
薬
二
而
全
快
仕
候
。
療
治
之
儀
、
左
之
通
リ
ニ
御
座
候
。

医
案
一
体
飲
食
過
度
、
脾
胄
諺
積
仕
候
故
、
虫
を
生
し
、
惟
今
二
而

方
四
物
湯
・
四
君
子
湯
合
方
加
蟷
蛛
・
青
嵩

「
右
栄
全
医
案
は
一
体
宜
御
座
候
。
且
方
付
之
儀
も
方
之
名
目
（
１
３

オ
）
」
薬
品
少
々
相
違
二
候
へ
共
、
一
体
之
主
意
は
被
下
御
薬
二
而
全
快

仕
候
方
剤
に
符
合
仕
候
。
」

同
証

村
上
良
元

案
宿
証
故
、
右
之
虫
下
り
候
事
卜
奉
存
候
。

方
加
味
肥
児
丸

『
是
ハ
一
通
リ
ニ
候
。
此
主
方
二
而
治
可
申
と
も
不
被
奉
存
候
。
』

同
証

木
村
元
長

案
湿
熱
相
榑
生
虫
、
当
寸
白
虫
也
。

方
不
換
金
正
気
散
（
１
５
オ
）
」
加
海
人
草
・
大
黄
正
気
散
以
湿
除
、

海
人
草
以
下
虫
、
後
自
不
生
。

「
是
ハ
相
当
仕
候
。
海
人
草
は
即
鵬
鵤
菜
之
和
名
二
而
御
座
候
。
」

同
証

吉
田
栄
全

案
十
三
歳
之
小
児
、
医
案
難
仕
奉
存
候
間
、
何
卒
御
断
奉
願
候
。

三
体
難
治
二
無
之
候
得
共
、
若
年
之
儀
二
付
御
断
り
申
上
候
も
尤
二
御

座
候
。
」

『
医
案
二
は
挾
府
証
と
有
之
候
得
共
、
方
二
は
消
宿
之
儀
無
之
候
。
虫
の

沙
汰
も
無
御
座
候
。
医
案
方
付
共
、
一
向
相
当
不
仕
候
。
』
（
１
４
ウ
）
」

同
証

町
谷
元
詮
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案
此
湿
熱
凝
大
腸
、
生
虫
也
。

方
衛
生
宝
鑑
一
方
鶴
識
・
梹
榔
子
・
苦
棟
根
・
胡
粉
・
白
碧
兼

用
肥
児
丸

「
是
ハ
一
通
駆
虫
之
剤
二
而
大
抵
相
当
仕
候
。
」

（
症
例
③
）
一
小
児
九
歳
、
外
邪
愈
て
後
、
無
他
症
、
陰
異
腫
て
如

魚
肥
、
透
徹
腫
大
に
し
て
歩
行
に
障
る
な
り
。
飲
食
大
概
如
平
（
１
６

オ
）
」
日
、
二
便
如
常
、
腹
部
軟
、
脈
微
数
、
気
分
何
と
な
く
重
き
方
な

沁
川
Ｕ
／
ｌ

「
右
病
人
被
下
御
薬
に
て
全
快
仕
候
。
療
治
之
儀
、
左
之
通
二
御
座
候
。

医
案
本
草
綱
目
使
君
子
の
条
に
依
候
て
相
考
候
へ
は
雌
虫
之
証
と
被

存
候
。
価
而
処
方
左
之
通
二
御
座
候
。
理
中
安
眈
湯
加
使
君
子
大

右
薬
剤
相
用
、
早
速
全
快
仕
候
。

医
案
処
方
多
紀
安
道
相
談
山
本
宗
英
」
（
１
６
ウ
）
」

右
小
児
此
度
考
試
之
節
、
御
医
師
医
案
方
付
為
仕
候
。

木
村
元
長

案
膀
胱
風
湿
相
篭
、
聚
水
分
。
利
於
水
道
、
則
水
胞
自
消
。

方
五
苓
散

『
右
医
案
方
付
一
通
リ
ニ
而
御
座
候
。
」

案一

同
証

村
上
良
元

依
風
寒
之
儀
と
奉
存
候
。

方
不
換
金
正
気
散
（
１
７
オ
）
」

同
証

町
谷
元
錐

案
此
少
陰
虚
受
風
邪
、
気
血
榑
結
陰
腫
。
或
湿
地
久
坐
、
風
邪
湿
気

傷
、
是
陰
嚢
腫
也
。
方
五
苓
散
加
金
鈴
子

『
此
方
付
、
主
意
は
相
違
仕
候
へ
と
も
、
痂
気
と
の
見
立
一
一
付
、
筋
合
相

分
申
候
。
」
（
１
７
ウ
）
」

「
右
医
案
方
付
不
相
応
に
て
御
座
候
。
』

外
科
之
部

（
症
例
①
）
一
婦
人
年
五
十
餘
、
稟
賦
虚
弱
、
四
五
年
前
よ
り
左
半

身
麻
痒
を
覚
へ
、
時
々
面
部
に
浮
気
あ
り
。
当
五
月
、
左
の
耳
後
に
瘡

を
発
し
、
庭
痛
甚
し
く
腫
っ
よ
く
、
左
の
眼
腫
ふ
さ
か
り
、
瘡
の
上
に

頭
発
の
こ
と
く
小
瘡
を
発
し
膿
を
も
ち
、
一
躰
は
れ
甚
硬
く
少
し
按
し

候
と
も
殊
之
外
痛
強
し
。
後
潰
破
し
て
腐
肉
指
頭
の
如
き
も
の
三
四
塊

出
る
。
脈
中
に
得
て
細
数
力
有
り
。

「
右
病
人
は
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
種
を
以
て
療
治
左
之
通
（
１
８
オ
）
」

御
座
候
。

医
案
耳
後
発
軽
症
、
積
想
在
心
、
謀
盧
不
快
、
火
旺
し
て
篭
シ
此
症

を
発
候
。

処
方
初
托
裏
消
毒
飲
後
十
全
大
補
湯

脅
薬
初
デ
キ
ス
デ
イ
ビ
止
痛
化
膿
。
後
ア
ボ
、
ス
ト
ロ
ー
ル
ム
・

ハ
ヂ
リ
コ
ム
合
方
去
癌
脱
腐
生
肌
。

右
之
薬
に
て
内
外
兼
治
仕
、
全
快
仕
候
。
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同
証

岡
川
束
淵

案
結
毒
旧
年
在
裏
而
所
発
也
。
膏
薬
温
剤
相
用
申
候
。

青
竜
膏
ア
ボ
フ
ス
玄
々
膏
バ
ジ
リ
コ
ム
（
１
９
ウ
）
」

『
結
毒
と
申
候
は
相
当
不
仕
候
。
結
毒
は
徽
瘡
毒
気
、
四
肢
百
骸
孔
巌
経

絡
に
結
し
、
又
ハ
関
節
の
中
に
在
て
筋
を
損
し
骨
を
傷
る
等
の
症
に
て

御
座
候
。
膏
薬
ハ
至
極
相
当
仕
、
右
病
人
已
に
此
膏
薬
同
様
之
方
に
て

治
申
候
。
」

考
試
二
付
、
右
病
人
二
医
案
方
付
為
仕
候
。

（
マ
マ
）

村
山
玄
格

案
左
半
身
麻
輝
は
血
に
因
り
申
候
哉
と
奉
存
候
。
耳
後
之
腫
物
も
癌

血
上
昇
二
て
発
し
申
候
哉
と
奉
存
候
。

撫
薬
家
方
主
治
癌
血
消
散
。

蒋
薬
家
方
墜
玉
膏
・
真
蛇
膏
右
合
方
主
治
、
去
癌
腐
生
新
肉
。
（
１

９
オ
と

『
右
之
症
、
癌
血
と
ハ
難
申
候
。
且
癌
血
上
昇
よ
り
発
候
と
て
、
已
二
結

腫
膿
を
な
し
候
に
癌
血
消
散
の
蒸
薬
ハ
相
当
不
仕
候
。
膿
を
な
し
候
上

は
温
薬
に
て
化
膿
を
助
け
、
潰
膿
仕
候
ヘ
ハ
結
聚
仕
候
。
毒
ハ
何
の
毒

に
て
も
膿
に
化
し
出
去
り
申
候
。
膿
を
成
候
う
へ
、
消
散
の
薬
用
候
ハ

逆
治
に
て
御
座
候
。
膏
薬
は
先
大
抵
に
相
聞
候
。
』

処
方
療
治
野
間
玄
琢
外
治
丸
山
昌
貞
（
１
８
ウ
）
」

相
談
山
本
宗
英
一

此
度
考
試
二
付
、
右
病
人
へ
医
案
方
付
等
為
仕
候
。

（
症
例
②
）
一
小
児
三
歳
、
去
春
頃
よ
り
何
事
も
な
く
色
相
不
宜
、

六
月
頃
よ
り
左
腿
の
附
根
腫
起
リ
大
さ
桃
の
如
し
。
少
々
赤
く
色
付
た

る
ま
て
に
て
散
シ
、
少
し
し
こ
り
に
な
り
居
し
処
、
正
月
頃
よ
り
勝

た
壁
れ
内
よ
り
紐
の
様
成
も
の
出
、
其
後
膿
出
、
十
五
日
頃
よ
り
三
月

朔
日
頃
迄
、
小
茶
碗
に
一
杯
程
シ
、
出
而
、
其
内
膿
（
２
０
オ
と
の
如

く
成
も
の
大
便
よ
り
一
日
に
四
五
度
シ
、
二
日
計
通
シ
、
其
間
に
滑
便

三
四
度
交
リ
通
す
。
右
之
脇
下
へ
三
寸
四
方
程
に
腫
起
し
、
便
膿
も
止

リ
、
外
の
腫
も
散
、
只
今
之
容
子
は
腿
の
附
根
の
腫
大
き
く
成
、
足
伸

か
ね
、
膳
よ
り
ハ
少
々
シ
、
膿
出
、
気
分
も
重
く
、
飲
食
は
不
好
、
乳

は
よ
く
晩
ふ
・
大
便
一
日
に
四
度
や
わ
ら
か
に
白
き
膿
下
り
臭
気
あ
り
。

小
便
白
濁
、
又
臭
気
あ
り
。
茸
瘡
腰
脊
の
間
に
三
シ
腫
起
し
、
一
躰
扇

痩
し
、
鼻
を
弄
し
血
を
出
し
、
今
に
熱
の
往
来
あ
れ
と
も
最
初
の
如
き

大
熱
な
し
。
昼
夜
手
足
を
按
摩
さ
せ
盗
汗
出
る
、
乳
を
晄
節
も
惣
身
に

汗
出
る
。
脈
中
（
２
０
ウ
ご
中
に
得
て
浮
数
梢
有
力
。

但
右
は
前
条
篠
崎
三
伯
、
黄
莨
湯
相
用
申
候
病
児
二
付
、
病
症
前

条
書
面
と
御
引
合
御
覧
被
成
候
様
奉
存
候
。

「
右
胎
毒
発
出
、
瘡
腫
仕
候
と
奉
存
候
。
腫
候
処
膿
可
申
様
子
二
付
、
膏

薬
左
之
通
リ
ニ
御
座
候
。

膏
薬
テ
ャ
キ
ロ
ン
引
薬
四
香
散
右
之
外
治
二
而
全
快
仕

候
。

処
方
丸
山
昌
貞
内
治
前
条
方
付
有
之
候
。
篠
崎
三

伯
（
２
１
オ
と
相
談
多
紀
安
長
』
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村
山
元
格

案
遺
毒
に
因
候
哉
と
奉
存
候
。
難
治
之
症
に
も
可
有
御
座
奉
存
候
。

乍
去
内
治
專
要
に
奉
存
候
。
只
今
之
様
子
二
而
ハ
腰
に
馬
兜
鈴
、
為
末

敷
申
候
。
上
に
蓋
秤
薬
貼
申
候
。
腿
之
腫
物
、
色
初
の
こ
と
く
少
々
赤

く
御
座
候
ハ
、
蒸
薬
家
方
主
治
消
散
。
腰
脊
之
間
三
ッ
の

腫
起
ハ
蒸
薬
同
断
。

「
遺
毒
に
因
候
儀
、
勿
論
二
候
・
尤
内
治
專
要
之
儀
二
御
座
候
。
但
膀
（
２

１
ウ
）
」
に
馬
兜
鈴
末
を
惨
候
儀
ハ
如
何
二
御
座
候
。
馬
兜
鈴
ハ
湿
を
乾

シ
候
も
の
に
て
、
摩
燗
仕
候
症
に
宜
御
座
候
。
膿
出
候
者
に
は
相
当
不

仕
候
。
蒸
薬
ハ
家
方
二
付
評
議
難
及
候
。
』

同
証

岡
川
束
淵

右
は
難
治
二
付
、
方
付
御
断
申
候
。

『
此
病
児
一
体
難
治
之
証
二
候
処
、

申
上
候
も
尤
之
事
二
御
座
候
。
」

て
茎
根
に
一
シ
肛
門
の
前
に
斎

飲
食
二
便
常
の
こ
と
し
。
脈
沈
。

（
症
例
③
）
一
五
六
年
以
前
便
毒
を
患
、
其
後
又
便
毒
発
し
、
愈
後
、

去
月
三
四
日
頃
、
陰
茎
宿
瘡
を
発
し
、
七
月
頃
よ
り
今
（
２
２
オ
）
」
以

て
茎
根
に
一
シ
肛
門
の
前
に
一
シ
瘡
を
発
し
、
膿
水
不
絶
少
し
っ
塗
出
、

『
右
は
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
を
以
て
療
治
仕
、
左
之
通
二
御
座
候
。

医
案
徽
毒
留
滞
、
宜
彦
湿
解
毒
。

処
方
仙
遺
糧
湯
加
大
黄
・
天
花
粉
・
当
帰
・
白
正
・
土
地
骨

小
思
議
一
一
全
快
仕
候
故
、
束
淵
御
断

外
沽
洗
薬
消
毒
黒
効
膏
去
癌
腐
右
薬
方
に
て
全
快

仕
候
。

内
治
処
方
坂
三
益
（
２
２
ウ
）
」
外
治
川
嶋
宗
端

相
談
吉
田
快
庵
」

考
試
二
付
右
病
人
二
医
案
方
付
為
仕
候
。

曽
谷
玄
梁

案
按
に
便
毒
之
証
、
大
抵
厭
陰
肝
経
に
属
し
候
哉
と
奉
存
候
。
房
慾

を
し
い
て
行
ひ
、
或
は
精
気
を
忍
て
も
ら
し
候
に
根
さ
し
候
。
其
後
便

毒
を
発
し
、
茎
根
肛
門
の
前
に
瘡
を
発
し
候
は
餘
毒
之
深
と
奉
存
候
。

処
方
六
物
解
毒
湯
和
方
（
２
３
オ
）
」
膏
薬
家
方
主
治
去
腐
肉

洗
薬
同
断

「
処
方
膏
薬
洗
薬
共
に
相
当
之
事
と
奉
存
候
。
」

同
証

増
山
養
甫

是
先
年
の
便
毒
治
方
都
て
行
届
す
、
徽
毒
深
き
故
の
所
為
歎
。
飲
食
如

常
、
両
便
常
の
こ
と
く
全
く
一
通
り
の
徽
毒
而
已
と
奉
存
候
。

方
下
毒
剤
膏
薬
冷
（
２
３
ウ
）
」

『
下
毒
は
解
毒
之
誤
と
奉
存
候
。
処
方
膏
薬
、
先
大
抵
二
御
座
候
。
」

（
症
例
④
）
一
男
子
去
暮
、
右
の
眉
上
二
小
瘡
を
発
し
荏
再
今
に
至
。

三
月
十
五
日
魚
肉
を
食
し
、
翌
日
に
至
り
眼
胞
へ
か
け
て
腫
、
も
の
を

見
る
事
能
ハ
す
。
頭
痛
増
寒
、
飲
食
常
の
こ
と
く
、
大
小
便
自
可
、
眼



沁
中
赤
み
な
し
。
脈
浮
。

６

『
右
病
人
は
、
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
を
以
て
療
治
仕
、
左
之
通
二
御
座

候
。医

案
痴
に
候
へ
共
、
梢
庁
に
似
候
て
毒
気
も
一
通
な
ら
ず
奉
（
２
４

オ
）
」
存
候
。

処
方
初
清
上
防
風
湯
後
庁
毒
復
生
湯

外
治
膏
薬
温
剤
口
膏
薬
バ
ヂ
リ
コ
ム
右
薬
方
に
て
全
快

艸
仕
候
。

０個
内
外
相
兼
処
方
関
本
伯
典
相
談
吉
田
快
庵
』

ロ
弓４鐸

考
試
二
付
、
右
病
人
江
医
案
方
付
為
仕
候
。

帥
一
曽
谷
玄
梁
（
２
４
ウ
）
」

第
案
湿
熱
よ
り
起
候
と
奉
存
候
。
夫
故
魚
肉
の
湿
物
を
食
し
候
て
暴
に

誌
此
症
に
変
し
候
哉
。
内
経
所
謂
、
膏
梁
変
足
り
て
大
庁
を
生
し
候
と
申

辨
に
当
り
候
哉
と
奉
存
候
。

陸
処
方
敗
毒
散
膏
薬
家
方
吸
膿

本
「
処
方
膏
薬
共
尤
二
奉
存
候
。
内
経
を
引
き
候
は
相
当
と
も
難
申
候
。
」

日

同
証

増
山
養
術
（
２
５
オ
ご

案
湿
瘡
風
毒
の
な
す
所
歎
。
和
解
之
剤
可
然
。
腫
物
は
三
稜
針
に
て

悪
血
を
出
し
、
寒
剤
之
膏
薬
可
然
奉
存
候
。

「
医
案
も
碇
と
無
之
、
且
温
剤
之
膏
薬
に
て
全
快
仕
候
症
に
て
候
処
、
寒

剤
之
手
当
如
何
奉
存
候
。
」
（
２
５
ウ
）
」

右
口
中
病
人
之
証
、
此
度
考
試
出
席
御
医
師
医
案
方
附
為
仕
候
趣
、
左

之
通
リ
ニ
御
座
候
。
（
２
６
ウ
）
」

本
康
寿
仙

案
胄
熱
強
故
也
。
依
之
此
病
発
也
。

方
家
方
散
薬
黄
連
・
五
倍
子
・
甘
草
・
苛
薬
・
紫
檀
・
升
麻
・

忍
冬
・
黄
岑
・
蒲
黄

『
右
附
薬
相
応
に
相
見
申
候
。
』

口
科
之
部

（
症
例
①
）
一
当
春
よ
り
前
歯
一
枚
痛
段
々
相
増
、
上
下
不
残
痛
、

断
黒
色
に
成
、
針
を
刺
て
膿
血
出
ス
。
痛
は
止
み
膿
血
ハ
今
に
不
断
出
、

頭
痛
強
し
。
飲
食
如
常
、
小
便
一
日
に
二
三
行
、
大
便
は
潟
す
方
な
り
。

食
物
少
し
多
く
食
す
る
時
は
憶
気
出
ル
な
り
。
脈
緩
有
力
。

「
右
病
人
、
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
を
以
療
治
仕
、
全
快
仕
候
。
左
之
如

く
に
御
座
候
。

膳
案
胃
中
癌
熱
上
升
に
因
り
候
。
価
而
方
付
左
之
通
り
に
候
。
（
２
６

オ
）
」

処
方
甘
露
飲
ｎ
中
療
治
含
薬
家
方
生
地
黄
湯
井
貼
薬
家

方
右
療
治
仕
方
二
而
全
快
仕
候
。

内
薬
片
山
宗
琢
口
科
外
治
堀
本
好
益

相
談
吉
田
快
庵
』

同
証

本
康
碩
寿

Ｐ
｜

（
２
７
オ
）
Ｌ

〆
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リ
ニ
御
座
候
。

案
脾
蔵
（
原

方
家
方
散
薬

案
脾
胄
虚
弱
一

方
加
味
四
物
泪

末
歯
齪
へ
擦
也
。

右
病
証
、
此
度
考
試
出
席
之
御
医
師
二
医
案
方
付
為
仕
候
処
、
左
之
通

（
症
例
②
）
一
男
子
年
近
四
十
、
形
痩
色
冑
白
。
平
素
嗜
酒
、
い
つ

と
な
く
舌
下
腫
、
漸
々
満
干
口
、
不
知
痛
痒
。
酒
を
多
（
２
７
ウ
）
」
く

飲
す
る
時
は
微
瘤
す
。
飲
食
二
便
自
可
、
小
便
時
々
微
黄
色
。
心
下
頗

瘤
、
按
之
痛
、
隣
上
有
動
気
、
腹
す
べ
て
軟
。
脈
左
右
倶
弦
数
有
力
。

『
右
医
学
館
二
而
被
下
御
薬
を
以
療
治
仕
候
而
全
快
仕
候
趣
、
左
之
通

リ
ニ
御
座
候
。

医
案
疾
飲
上
逆
、
舌
下
に
凝
聚
仕
候
よ
り
発
申
候
。
価
而
処
方
左
之

通
り
候
。

処
方
半
夏
潟
心
湯
外
治
傅
薬
柳
花
散
針
を
患
所
二
刺
し
疾

出
て
治
。
右
療
治
二
而
全
快
仕
候
。
（
２
８
オ
）
」

処
方
山
本
楊
庵
外
療
堀
本
好
益

相
談
吉
田
快
庵
」

「
右
医
案
脾
胄
虚
弱
と
ハ
雲
泥
の
相
違
二
御
座
候
。
方
付
ハ
可
然
哉
二
御

座
候
。
』 脾

胄
虚
弱
之
故
也
。

加
味
四
物
湯
擦
薬

本
康
寿
仙

「
歳
」
）
之
虚
ス
ル
ニ
因
也
。

天
瓜
粉
・
石
膏
・
珊
砂
（
２
８
ウ
）
」
竜
脳
・
辰
砂

当
帰
・
生
地
黄
・
蓉
石
・
爵
香
、
右
為

※
本
稿
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成
・
特
定
領
域
研
究
Ａ
②
「
江

戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
研
究
の
一
環
で
あ
る
。

Ｄ（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

（
二
松
学
舎
大
学
・
北
里
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

同
証

本
康
碩
寿

案
血
虚
之
故
也
。

方
清
金
導
赤
散
黄
連
・
山
楯
子
・
木
通
・
甘
草
・
香
附
子
・
当
帰
・

山
薬
・
川
言
（
２
９
オ
）
」

『
右
血
虚
と
申
候
ハ
如
何
御
座
候
。
右
に
準
し
方
付
も
碇
と
不
仕
候
。
」

（
２
９
ウ
）
」

『
右
脾
蔵
之
虚
と
申
候
ハ
如
何
二
御
座
候
。
散
薬
は
可
然
候
。
乍
去
、
此

附
薬
斗
り
に
て
ハ
治
可
申
様
は
無
之
候
。
」


